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県内で初めて発見された木喰仏
もくじきぶつ

を展示しています 

 

  木喰は江戸時代に全国を行脚し、数多くの仏像を制作した遊行僧です。晩年の微笑仏

に代表されるように、その穏やかな造形は全国で愛されています。 

令和５年、赤磐市和田の大師堂において、岡山県内で初めて木喰仏が発見されました。

昨年の赤磐市での公開を経て、今回、県立博物館では初めて展示します。 

あわせて、今年３月に岡山県指定重要文化財に指定された木山神社の狐像や、平安時

代から南北朝時代までの神像も展示します。特に木山神社に伝わる狐像は、神に仕える

狐の像で、制作年代が室町時代まで遡る点で稀少であり、県指定後、初公開となります。 

ぜひ取材にお越しください。 

  

記 

 

１ 会  期 令和６年５月１０日（金）～６月１６日（日） 

２ 開館時間 午前９時～午後６時 

３ 休 館 日 毎週月曜日 

４ 入 館 料 大人２５０円、６５歳以上１２０円、高校生以下無料 

５ 学芸員によるきまぐれ講座（申込不要） 

日時：６月２日（日） 午後２時～（３０分程度） 
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